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JASMINE 計画では、望遠鏡として、2 枚の平面鏡を大角度で結合させたビーム混合鏡を主鏡の前に置き同時
に 2つの視野を見る。JASMINE計画の目標位置測定精度を達成するためには、その結合角の数時間以内の変動
に対して 10μ arcsec 以内の精度でモニターすることが求められる。この角度変動をモニターするための方法と
して、レーザー干渉計の技術の応用が考えられている。本研究で用いるレーザー干渉計の技術の有効候補の 1 つ
は、鏡の角度変動を共振器に入射させた光の光軸のずれに置き換えて感知する、WFS(Wave Front Senser) 法と
呼ばれる方法である。現在、設計したレーザー干渉計が角度モニターとして動作することを確認するために、故
意に鏡の位置をずらした共振器に対してレーザー光を入射させ、その反射光から鏡の位置変動を検出する実験を
進めている。本年会では、設計したレーザー干渉計の光学系及び実験の進捗状況を発表する予定である。


